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昨年度末に当事業所ご利用者で新型コロナウイルス感染症に罹患された方々

には、心よりお見舞い申し上げます。ご家族や関係者、地域の皆様には多大な

ご心配とご迷惑をお掛けしましたことを深くお詫び申し上げます。 

これまで、事業所内の衛生管理をはじめ感染防止対策を徹底していましたが、

対策が不十分だったのか、このような事態に陥ってしまいました。休所させて

頂いた間に、徹底的に館内や施設車等の消毒や通風を行い、今後の感染防止対

策を検討し、実行しております。 

 ご利用者やご家族様に安心してご利用いただけるよう、また地域に貢献でき

るよう職員一同これまで以上に感染対策を徹底して取り組んでまいります。 今

後ともご理解とご協力を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

恵誠の里 谷口勉 
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冬季野菜の栽培にチャレンジしました。地道な土作りからスタートし、追肥のタイミングや水

を与え過ぎないように気を配ることで、人参やカブ等、大小さまざまなものが収穫できました。

一方でカリフラワーは葉っぱだけが成長し結実しないというハプニング。支援員とご利用者で

失敗の原因を探る反省会を開き、来年こそ成功させると意気込まれていました。 

 

支援員 山野剛史 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火災発生時の消火訓練や不審者を牽制する防災訓練など、万一に備えた対応力を強化、館内を全

面開放した換気、消毒や清掃を実施して感染症予防に努めています。 

頑張りますので、投票よろしくお
願いします！！ 

ご利用者主体の自治会「なかよし会」では、3 月末に新年度にむけた役員選挙を実施しました。

各候補者がそれぞれの主張や意気込みを語り、決選投票にもつれ込む大接戦でした！ 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用相談・見学・体験利用について随時受け付けております。 

サービス内容は事業所ホームページに記載しておりますので、どうぞご覧下さい。 

(電話での相談もお受けします。℡072-467-1181)  ご連絡お待ちしております。 

受付：谷口
たにぐち

 勉
つとむ

               

ご協力ありがとうございました。 

泉佐野市健康福祉部地域共生推進課、殿元亜沙美（順不同、敬称略） 

作業提供ありがとうございます。 
松井縫製加工所、(有)丸甚製作所、(有)ハナトミ、メイクズ、 

美由喜タオル（株）（順不同、敬称略） 

 ≪編集後記≫   

広報紙「めぐみ」も、発行をスタートして 13 年となりました。これからもご利用者の活動 

風景など、恵誠の里での活動や取り組みを、皆様に紹介できる紙面づくりに努めてまいります。 

皆様のご意見・ご感想をお寄せいただきますよう、よろしくお願い致します。 

編集員一同 

  

 

 

３年前から、北摂杉の子会の堀内桂先生の連続研修を受講しています。その後コロナ禍のため
ZOOM によるリモート研修となりました。皆さまは ZOOM を使ったことはあるでしょうか？対面
での研修に比べてやや距離を感じますが、ZOOMでは画面共有でパワーポイントの資料を全員で
閲覧したり主催者からの問いにチャットで解答したりして双方向のやりとりが可能になって
います。 
そこで、私が今まで学んだ研修内容について端的にお伝えしたいと思います。 
 
１，イマジネーションの独特さ（同じことばかり行う、過剰に想像あるいは想像しづらい） 
２，コミュニケーションの質の問題（言語の使い方の質の問題、相互性、非言語） 
３，対人関係を調整する態度の質的な問題（一人を好む、極端な受身、積極的過ぎる） 
 
皆さまの周りで、強いこだわりをもっていたり自傷行為を繰り返していたりする方がいらっし
ゃるかもしれません。そのような方々は、上記の特性が目に見えない部分に潜んでいると考え
ます。目に見える行動の部分が僅少であることから、水上に出ている氷が１割程度である氷山
に例えて氷山モデルと呼ばれます。これに対し有効と考えられている支援方法は多数あります
が、特に有効と上げられているのが、次の２つです。 
 
① 構造化を図ることで本人に了解しやすい環境整備 
② 話しことばに依存しない視覚的なコミュニケーション方法の活用 

 
自閉症スペクトラムの人の中でも時系列が捉えづらい方には、スケジュールボードでの予告支
援を受けることで不安が軽減されることがあります。 
私が研修を受けた際は福祉に対する経験や理解はありませんでしたが、普段の仕事にも役に立
つ有意義な研修でした。拙い文章ですが、自閉症スペクトラムの人へのご理解にささやかなが
ら貢献できれば幸いです。 

支援員  平田 諒 

 


